
～第１２回 新都市社会技術セミナー（主催：新都市社会技術融合創造研究会）～

橋面より実施する簡易な橋梁点検システムに関する研究
プロジェクトリーダー 磯雅人（福井大学大学院 工学研究科 准教授）

橋梁点検カメラシステム
「視る（みる）診る（みる）」
のビデオ説明（５分）

日時：2015年9月15日（火）
13:30-18:00

発表時間：16:20-16:40（説明20 分）
場所：大阪合同庁舎1号館

第一別館２階大会議室
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橋梁点検カメラシステム「視る（みる）診る（みる）」の概要
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■背景■
平成26年度6月：橋梁定期点検要領（国土交通省） 10年ぶりに改定

橋梁のすべての部材について，５年おきに
肉眼による「近接目視」点検を行うことを基本

＜期待される効果＞
・橋梁の構造安全性が，より向上
・損傷の早期発見。事後保全から予防保全へ転換。

維持管理コストの縮減。橋梁の長寿命化。

・第三者被害の防止 などが期待される。

＜問題点＞
・点検実務者の慢性的な人材不足
・点検機材の不足

・財政的な制約 など

＜対策案＞
点検作業を機械化・ロボット化し
点検作業をサポートする技術を開発 3
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①床版のひび割れ図をおこす作業を「視る診る」の
画像データから、床版のひび割れ図をおこす技術を開発

②被りコンクリートの浮き・剥離を、打音検査ならびに

赤外線調査を併用して判定する手法を開発

■本研究開発の全体の方針■



開　　発　　項　　目 H26年度 H27年度 H28年度

①研究開発の全体方針の作成
　　（アプリケーション台車に持たせる機能を決定）
   現状の点検作業における問題点・要望の抽出
　　（道路管理者・点検実務者ニーズ調査）

②非破壊試験を安定化させ，かつ高精度なデータを取り込む
　　システムの開発

③非破壊試験を用いた健全度評価手法の開発

④静止画像取得方法に関する研究開発

⑤実橋梁を用いた本橋梁点検システムの妥当性の検証と評価

⑥実橋梁を用いた本橋梁点検システムの妥当性の検証と評価

⑦研究成果のとりまとめ
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■開発工程■



①研究開発の全体方針の作成

表１ 調査実施日時と対象者

■実施時期及び調査対象者■

回 数 日 時 管理者 対象者 人数 

第 1 回目 平成 27 年 2 月  4 日 国（近畿地方整備局） 点検実務者 14 

第 2 回目 平成 27 年 2月 17 日 市町村（岐阜県） 管理者 22 

近畿地方整備局アンケート実施写真
（近畿技術事務所）

市町村アンケート実施写真（岐阜県美濃市）
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表２ アンケート調査の質問内容（1/2）

①研究開発の全体方針の作成

（1）点検方法に関する質問 

Q1 点検作業で橋梁点検車が使用出来ない橋梁はありますか。 

Q2 それはどの様な橋種または現場条件ですか。 

Q3 橋梁点検車が利用できない場合どのような方法で点検を行っていますか。 

Q4 ロボットを使用して橋面上から桁下を点検する行為について何か感じましたか。 

Q5 ロボットを使用しての点検手法は現場で活用できそうですか。 

Q6 ロボットが活用できないと感じられた方は、どのような点が問題でしょうか。 

（2）近接目視に関する質問 

Q7 肉眼による近接目視が困難な状況はありますか。 

Q8 それはどの様な状況ですか。 

Q9※ 添架物に隠れている部分の点検はどの様にされていますか。 

Q10※ 桁端部の点検はどの様にされていますか。 

Q11※ 上向き状態での点検姿勢は辛くないですか。 

Q12※ 主桁の高さが高い橋梁の点検はどの様にされていますか。 

Q13 近接目視と遠望目視を判別する何か基準のようなものはありますか。 

Q14 近接撮影したビデオカメラ映像による間接的な近接目視点検をどのように感じられましたか 

Q15 ビデオカメラの画像と肉眼でみた状態とを比べてどのように感じましたか。 

Q16 ビデオカメラの視野の広さと、肉眼での視野の広さを比べてどのように感じましたか。 

Q17 ハイビジョン映像による点検画像の鮮明度、見やすさ、大きさをどの様に感じられましたか 
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表２ アンケート調査の質問内容（2/2）

①研究開発の全体方針の作成

※印の質問は、点検実務者向けの内容のため第2回目の道路管理者に対するアンケートでは除外した。

（3）点検データの取得方法に関する質問 

Q18※ 手の届かない所のひび割れの計測はどの様にされていますか。 

Q19※ 手の届かない所の打音調査はどの様にされていますか 

Q20 点検結果を写真と動画で記録する事についてどの様に感じられましたか。 

Q21※ 損傷図はどの様に作成されていますか。 

（4）点検の補完技術に関する質問 

Q22 点検ロボットにさらに追加すると良いと思われる機能はありませんか。 

（5）その他聞き取り調査 
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■アンケート調査結果のまとめ■

（1）点検方法に関する質問のまとめ

機械化・ロボット化による点検作業の安全性の向上を期待する声が
多く寄せられた。

（2）近接目視に関する質問のまとめ

点検精度の向上と安全性の確保を目指し、HDカメラによる近接目視
が困難な箇所の目視補完技術の開発が必要である。

（3）点検データの取得方法に関する質問のまとめ

目視点検の補完として接触調査が行われており接触調査の機械化
の開発が重要である。点検結果記録のデジタル処理による作業負担
の軽減の技術開発が必要。

（4）点検の補完技術による質問のまとめ

打診調査の機械化を求める声が多くあった。

①研究開発の全体方針の作成
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①研究開発の全体方針の作成

①床版のひび割れ図をおこす作業を「視る診る」の
画像データから、床版のひび割れ図をおこす技術を開発

②被りコンクリートの浮き・剥離を、打音検査ならびに

赤外線調査を併用して判定する手法を開発

■本研究開発の全体の方針■
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②非破壊試験を安定化させ，かつ高精度なデータを取り込むシステムの開発

水平アームに
・赤外線サーモ，打音検査機

器を新たに搭載

・片持ち梁の構造形式

水平アームが
振動

取得データの精度
が良好でない



（ａ）コンクリートの浮き・剥離を判定するための調査フロー
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③非破壊試験を用いた健全度評価手法の開発



17

③非破壊試験を用いた健全度評価手法の開発

（ｂ）赤外線サーモグラフィーによりコンクリート内部の劣化を判読するための
ノウハウ取得のための実験計画



（ｃ）画像データから床版ひび割れ図をおこす為のデータ取り込み手法に
関しての実験計画
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③非破壊試験を用いた健全度評価手法の開発

１．研究目的
損傷の評価・診断ならびに損傷図のおこすのに必要な「撮影条件」を整理・提案

すること目的。
２．平成２７年度の予定

1） 損傷させた梁試験体による撮影実験を行い、ひび割れを高精度に検出する為
の 「撮影条件」を整理する。

○カメラ性能（解像度・撮影素子センサー） ○撮影距離

○撮影時の必要な照度 ○その他条件

2） 室内実験から得られた撮影条件を用いて実橋梁で検証・評価
3） 撮影方法・撮影条件の改良・改善



■実験概要■ ★試験体

最終破壊

状況

①RC梁試験体を加力し，損傷させる。

■上面A■
コンクリートの浮き・剥離を模擬

■上面B■
コンクリートのひび割れ浮き・剥離は無しを模擬

（ｄ）テストハンマーを用いた打音試験によるコンクリートの浮き・剥離の

評価方法に関する検討
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③非破壊試験を用いた健全度評価手法の開発



A（軟質ﾗﾊﾞｰ） B （AC中間の C （硬質ﾗﾊﾞｰ） D（ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ） E（金属）
硬さのﾗﾊﾞｰ）

ソフト ハード

★測定方法

★変動要因
ハンマー先端のチップ

①インパルスハンマで試験体を打撃し，衝撃力を与える。

②衝撃力および測定点での応答加速度さらに打撃音を測定。

① ② ③ ①②③
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③非破壊試験を用いた健全度評価手法の開発
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■試験体Aの梁上面■
コンクリートの浮き・剥離

を模擬

■試験体Bの梁上面■
コンクリートのひび割れ
浮き・剥離は無しを模擬
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A-③ B-①＜Ｅ：金属＞
２つの山がある。
浮き・剥離を判
定できる。

■実験結果■
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③非破壊試験を用いた健全度評価手法の開発

浮いてい
る部分

■上面A■ ■上面B■
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まとめ１

１．研究開発の全体方針の作成
研究開発を以下に示す①，②の内容とした。
①床版のひび割れ図をおこす作業を「視る診る」の画像データから，床版のひび割れ

図をおこす技術を開発する。
②被りコンクリートの浮き・剥離を，打音検査ならびに赤外線調査を併用して判定す

る手法を開発する。

２．非破壊試験を安定化させ，かつ高精度なデータを取り込むシステムの開発
①水平アームの安定化を図るため水平アームの支持方式を2 点支持方式とする。新

たに支持用台車を開発し，水平アームの先端部分を橋梁上部工に吸着させて支
持する。吸着方法は，真空吸着方式を検討する。
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まとめ２

３．非破壊試験を用いた健全度評価手法の開発
①打診調査の機械化について，非接触調査法の目視点検及び，非破壊試験機器の

赤外線サーモグラフィーによる一次スクリーニング調査で浮き部を抽出し，打診調
査で検証する複合的な打診診断システムの開発を目指す。

②赤外線サーモグラフィー法で浮きを抽出するための現場撮影条件や浮きの判読に
必要な温度差など，調査に必要なノウハウの取得を目的とした試験体による屋外
実験を行う。

③損傷図作成のための画像の撮影方法を確立するため，試験体よる撮影実験を行
い高精度な画像を効率的に取得するための撮影条件を整理する。

④目視で損傷が検知可能な試験体と目視では損傷が検知困難な試験体を用いて，
先端チップの材質の違いが衝撃力，表面振動および放射音の特性に及ぼす影響
を調べた。その結果，目視で損傷が検知可能な試験体と目視では損傷が検知困
難な試験体では，先端チップの材質の違いが現れた。次年度は，定量的な評価が
可能な試験体（既知の浮きあるいは空洞）を用いて，浮き，空洞の検知に適した衝
撃力（先端チップの材質）の付与方法を明らかにする。さらに，衝撃力，表面振動
および放射音の時間波形，周波数分析結果，時間・周波数分析結果と浮き，空洞
との関係を求め，「橋面より実施する簡易な橋梁点検システム」に適した打撃検査
法を明らかにする。



ご清聴ありがとうございました。
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